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 (論文審査の要旨)  
 学士（経済学）、修士（メディアデザイン学）正井 克俊君提出の学位請求論文は、「Facial Expression 
Classification Using Photo-reflective Sensors on Smart Eyewear (反射型光センサ群を埋め込んだスマー
トアイウェアによる表情識別)」と題し、7章で構成されている。 
顔面には、表情筋の動きに伴って、笑い・悲しみ・怒り・驚きなどの基本的な表情を含む多様な
表情が表出する。顔表情を日常生活において常時計測可能とするためには、人間を環境側から計測
するカメラではなく、身体に装着したウェアラブルデバイスが適している。本論文では、表情変化
に伴う皮膚と眼鏡フレームの距離変化を、組み込んだ光センサで反射強度として捉えることができ
ることに着目し、多数の光センサから取得できる反射強度分布に対して、機械学習と数値解析を適
用することによる装着者の表情識別手法についてまとめたものである。 
第 1 章では、人間の非言語コミュニケーションにおける表情の位置づけと、表情を識別する従来
の方法について概観した後、本研究の目的とその意義について述べている。  
第 2 章では、表情を識別する従来の方法について参考文献を挙げながら関連研究を紹介し、関連
研究を踏まえた上での本研究の位置づけと優位性を明確にしている。 
第 3 章では、表情識別を行なうウェアラブルデバイスを設計するための基礎的な知見として、表
情変化に伴う眼鏡型装置と皮膚の距離変化の様子について述べると共に、皮膚との距離に応じたセ
ンサ出力特性・環境光の影響を除去するサンプリング手法について述べることで、表情識別を行な
うための基礎的な理論と実装について述べている。  
第 4 章では、機械学習手法として教師あり学習を用いて、基本表情を識別することが可能かにつ
いて検証を行なっている。訓練データとして随意の基本表情毎の反射強度分布を記録することで表
情を識別する実験系を構築し、識別精度を検証することによって提案手法の有効性を明らかにして
いる。 
第 5 章では、機械学習手法として教師なし学習を用いて、基本表情に限定されない表情の識別が
可能かについて検証を行なっている。自己組織化に基づくクラスタリングによって、会話中の自然
な表情がどのように分類されるかを検証すると共に、数値解析手法として独立成分分析を用いるこ
とで、眼球運動に対応した成分が検出できることを示し、提案手法の有効性を明らかにしている。 
第 6 章では、提案手法によって表情筋の動き以外を検出できるかを検証している。手などの接触
に応じて発生した皮膚変形によって与えられる反射強度の変化を識別できるかを検証し、外力によ
る表情変化についても識別できることを示している。 
第 7 章では、本論文で提案した表情識別手法を総括すると共に、論文を通じて明らかにした優位
性・有効性を踏まえながら、今後の提案手法を通じた表情認識の可能性について述べている。 
以上要するに本研究は、ウェアラブルデバイスに組み込んだ多数の反射型光センサを用いること
によって、皮膚とセンサの距離に応じて変化する反射強度分布を取得し、機械学習・数値解析手法
を適用することによって装着者の表情の識別を行なう手法を提案したものである。また、提案手法
に基づいて随意・不随意の表情の識別のみではなく、眼球運動、外力による表情変化を識別できる
ことを示しており、工学上寄与するところが少なくない。 
よって、本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
